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I.は じ め に

1,　 ア ー ネ ム ラ ン ド

　 ア ーネ ムランド は オ ー ス トラ リア大 陸 の 北 海 岸 部 の 中央,東 経130-137度 間,約

800kmに わ た る位 置 を 占 め る大 きな 半 島で,南 緯12度 の 熱 帯 下 に あ る。 この 地 方 の

気候 は熱 帯 性 で,首 都 のダーウィン で の観 測 記 録 に よる と季 節 は 雨 期(10月 ～4月)

と乾 期(5月 ～10月)が は っ き り分 か れ る。 雨 期 の 降 雨 量 は1500ミ リを上 回 る。 最 高

気 温 は11月 ～12月 が33。C,も っ と も 下 が る7月 で も300Cで あ る 。 最 低 気 温 は
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11～12月 で25。C,7月 は17。Cで あ り,年 較 差 よ り日較 差 が 著 しい 。

　地 形 は背 後 に 長 大 な 砂 岩 質 断層 山塊(海 抜200-300m)が あ り,そ こに 源 を発 す る

ア リゲー タ ー,リ バ プー ル,プ ライ ス,ゴ イ ダー な どの 大 河 川 が ア ラ フ ラ海 に流 れ込

み,河 口部 に 広 い 沖 積平 野 をつ くって い る。 この地 域 の 基 本 的植 生 は ユ ー カ リの卓 越

す る林 だが,先 史 時 代 以 来 ア ボ リジ ニに よる放 火 に よっ て疎 林化 され,と くに 海 岸部

の低地 は草 原 化 して い る。 海 水 の遡 る河 岸 に は マ ソ グ ロー ブが発 達 して い る。

　 オ ース トラ リア ・アボ リジ ニの祖 先 は遅 くと も4万 年 前 に は この大 陸 に上 陸 し,狩

猟 採 集 経済 を保 ち なが ら大 陸 各地 の環 境 に適 応 した生 活 を送 って きた。 彼 らは こ の大

陸 を600以 上 の 部 族 に よ って 分 割 して い た が,領 地 の 面 積 は 偏 差 が 非 常 に 大 きい 。 部

族 分 布 図 を み る と,ア ーネ ム ラ ン ドは他 の 地 域 と比べ 領 域 が 小 さ く分 かれ 密 集 してお

り 【TINDALE　 1974],資 源 に恵 まれ た 地 だ った こ とが わ か る。

2。 現代 ア ーネ ム ラン ドの ア ボ リジ ニ社 会

　 1980年 代 の ア ー ネ ム ラ ン ドの 旧保 護 区 で あ る ア ボ リジ ニ領(Aboriginal　 Land)に

は,そ れ ぞ れ の地 の土 地 所 有 者 を 中心 と した 平 均30人 程 の成 員か らな る ア ウ トス テ ー

シ ョン と呼 ば れ る小 さな ム ラが あ り,そ れ らがタウン シ ップ または セ ツル メ ン トと呼

ば れ る町 に統 括 され,さ らに これ らのセツルメント が 西 部地 域 で は ダ ー ウ ィ ン,東 部

は ノ ロ ソボ イ の二 つ の都 市 とつ な が る とい う生 活 ネ ッ トワー クが で きて い る　 【小 山

1988】。

　 ア ーネ ム ラ ン ドのセツルメント に は そ の管 轄 域 内 に あ るい くつ か の部 族(あ るい は

言 語 族)を 代 表 す る ア ボ リジ ニの 評 議 会(Council)が あ り,顧 問 と して 白 人 を 雇 用

し,そ の助 言 や 技 術 協 力 を受 け なが ら ア ウ トステーション の行政,経 済,医 療 サ ー ビ

ス を お こ な う形 が 一 般 的 で あ る。 セ ツ ル メ ン トは 近 代 的 な 諸 設 備 の 整 っ た 町 で,

300　一　1500人 の 規 模 か らな り,電 気,上 下 水 道,電 話,行 政 事務 所,マ ー ケ ッ ト,小

学 校,診 療 所,警 察,修 理 工場,定 期 便 の か よ う飛行 場 な ど を も って い る。 ア ウ トス

テ ー シ ョ ンは 基本 的 にそ うい った設 備 を もた ず,社 会 福 祉 金 お よび食 糧 を は じめ とす

る商 品 を セ ツル メ ン トか ら の配達 サ ー ビス に 依 存 して い る。 ア ウ トステーション とセ

ツル メン トの 人 口比 率 は ほぼ3対7で あ るが,人 々は セ ツル メ ン トとア ウ トス テ ー シ

ョン間 を 四 輪 駆動 車や モ ー タ ー ボ ー トを使 い,狩 猟 採 集 に よって 経 済 の一 部 を補 い な

が ら,身 軽 に 移 動(居 住 地 をふ くめ て)を 繰 り返 して い る。
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3.ア ウ トステ ー シ ョン運動 前史

　アーネムランド にあるアボリジニ社会のこのような構造は1970年 代のはじめにノー

ザソテ リトリーで起 こったアウ トステーション運動をきっかけとして確立 したもので

ある。

　アーネムランドには1920年 代にオース トラリア政府によって巨大な面積の保護区

(Reserve)が つ くられはじめ,1931年 に正式に保護区 となった。これは当時の白人と

の接触による衝撃によって大きな被害を受け,危 機に瀕したアボリジニ社会を守るこ

とを目的としたものであった。政府は消極的な福祉政策としてキリス ト教会を利用 し

た。キ リス ト教会は保護区のなかにミッション をつくり,食糧を供給 し,医 療を施し,

教育をおこなうことによってアボ リジニを教化する方針を採 ったため,ほ とんどのア

ボリジニがセ トルメソトに吸収されてしまう状態が起こった。

　その結果,少 人数のホル ドを組んで自己の領域内を遊動しながら狩猟採集の生活を

送っていた人々は,他 の部族の領域内につ くられたセツルメント に多くの部族ととも

に共住するとい う新 しい体験をすることになった。他部族の領域内に入 ったアボリジ

ニは,狩 猟をはじめとする活動を大幅に制限され,キ リス ト教によって土着の儀礼行

為も抑圧された。特に男たちは,ミ ッションのセツルメントでは最低限の食糧が配給

(ration)に よって保証 された結果,狩 猟や漁労などの仕事をする必要がなくな り,

儀礼行動も禁 じられたため,無 目的に日常生活を送ることになった。彼らはセツルメ

ントの運営者の白人の命令に従わざるをえず,ま た他部族との激 しい社会摩擦の結果,

どこからともなくもち込まれる酒に溺れ,暴 力沙汰を起こす というまことに暗澹 とし

た生活を送ることを余儀なくされていた。

　オース トラリア政府のアボ リジニ対策は,常 に遅れが指摘 されていたが,第 二大戦

後になって少数民族保護に関する国際的世論の高まりとそれをうけた労働党の提言 と

政策によって急速に整備された。 とくに1960年 代後半からはアボ リジニの市民権,最

低賃金問題,社 会福祉金の給付,土 地権や鉱山使用料などの基本的問題が改善されて

いった。なかでも重要なのは1967年 の国民投票(Referendum)に よるアボ リジニを

オース トラリア市民と認める決定であった。

4.ア ウ トス テ ー シ ョ ン運 動

　 ア ウ トステーション 運動 が起 こ った の は こ の よ うな動 きが 一 応 の 定 着 を見 た1970年

頃 の こ とで あ る。 ア ボ リジ ニはセツルメント を 離 れ,領 地 に帰 る とい う拡 散(decen一
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tralization)運 動をはじめた。人類学者のクームスは早 くからこの運動に注目し追跡

調査をおこない 【CooMBs　 1974】,これを1973年 のANZAAS会 議で発表 した。クー

ムスはアウトステーション 運動を,ア ボ リジニ側からはじめておこった自発的な自立

化の動きとして高 く評価 し,政 府へ援助の働 きかけをおこなうとともに,学 会による

調査や運動への支持を要請 した。その結果アウトステーション運動についての特別シ

ソポジウムや現場か らの報告書が数多 く発表され 【BERNDT　 1977】,世論の関心が高

まっていった。

　 アウ トステーション運動に対 してオース トラリア政府はその意義を認め援助を怠ら

なかったのだが,明 確な既定方針があったわけではない。また,担 当省間の職責や責

任が不明確なこともあって行政現場での対応は常に後手にまわった。たとえぽ福祉,

医療,施 設などは連邦政府の管轄であり,教 育や交通関係はノーザソテリトリー地方

政府の責任などと統一性にかげる。 ところがアボ リジニにとってこれらの問題は互い

に切 り離せないものであ り,日 常生活に緊急不可欠のものであるが故にいらだちをつ

のらせる。その結果アボ リジニ,現 地の白人スタッフ,州 及び連邦政府の相互の間に

常に摩擦が生 じ,事 務効率はますます悪化する。それにもかかわらずアウトステーシ

ョン運動は一応の成功をおさめたと評価 してよいだろう。 とくにアーネムランド 中部

のマニングリダ地域は最 も円滑な運動の展開が見られることで知られている。

5.BAC会 議 録

　 本論 文 では ア ー ネ ム ラ ン ド中部 の マ ニ ン グ リダ地 区 のバ ウ ィナ ソガ ・ア ボ リジ ナ ル

・コ ーポ レー シ ョ ン(Bawinanga　 Aboriginal　 Corporation)の 会 議 録 を 中心 と して ア

ウ トステーション 運 動 の 展 開 の過 程 と問 題 点 を 考 え て み た い。 会 議 録 はBACの 本 部

で 保 管す る も の で1978年8月31日 に お こなわ れ た ア ウ トステーション 評議 会 か ら始 ま

り,1984年10月 現 在 まで の もの を現 地 で 記 録 した も ので あ る。BACの 会 議 は,原 則

的 に 四半 期 毎 に お こな わ れ る全 体 会 議 と事 務 的処 理 を進 め る ため の委 員 会 の二 種 が主

と な って お り,他 に土 地利 用 問 題 な ど緊 急 か つ必 須 の問題 が起 こ った と きに 開 かれ る

特 別 会議 が あ る。

　 本 論 で は,1978年 か ら1984年 まで の議 事 録 を翻 訳,整 理 した もの 【小 山　 1991】 を

資 料 と して使 った。 そ こで は議 事 録 を一 日を 単位 に ま とめ,一 単 位 の 冒 頭 に年,月,

日を二 桁 で と った6桁 の 数 字 を つけ て あ る。 本文 では 【】括 弧 内 の数 字 が そ れ で あ る

(た とえ ば 【900726】な ど)。
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Ⅱ

.マニングリダ ・セツルメント

1.マニングリダ の歴史

　マニングリダ 地 区 は 旧 ア ーネ ムランド 保 護 区 の 中央 部 に あ る。 この町 は リ・ミプ ー ル

川 の河 口の グナ ビジ(言 語)族 の領 地 に あ る が,地 区 の な か に は ナ カ ラ,ギジン ガ リ,

ジナン,グ ナ ドバ,グニング,グ ソバ ラ ソガ,ヤ ソヤ ソゴな どの言 語 族 の 領地 が あ る

【HIATT　 1965】。 た だ しこれ らの語 族 名 は,ギ ジ ンガ リ族 に よ る呼称 で あ る。

　マニングリダ 地 域 に つ い て の記 録 は1819年 に キ ソ グKingが 現 在 のマニングリダ

の あ る リバ プー ル川 の河 口を発 見 した の が 初 見 で あ る。 そ の後,プ ライス 川(1866),

ス チ ュ ワー ト岬(1875),プ ライス お よび リバ プ ール 川筋(1883),リ バ プ ール川 の水

源(1844)の 調 査 な どが お こなわ れ てい る。 しか しいず れ も船 に よる もの で,宿 泊 の

た め上 陸 した か ど うか も定 か で な い。

　 具体 的 な報 告 と して は,1908年 に 宣 教 師 の ス トラ ソ グマ ンStrangmanが,「 ワ ニ

猟 師や 日本 の真 珠 貝採 集 船 が 出 没 してい る とい う噂 が あ るの で リバ プール 川 を上 下 し

て調 べ た が 人 影 す らみ なか った 」 とい う もの で あ る。 とこ ろが 白人 との接 触 は 少 な か

った が,こ の 地 域 に は 古 くか ら マ カ サ ン と呼 ぼ れ る セ レベ ス 島 の ナ マ コ採 り漁 民

【MACKNIGHT　 1976】 や 日本 の真 珠 貝船 の漁 師 【THoMsoN　 l983】 が訪 れ,ア ボ リジ ニ

と比較 的 親 密 な 関 係 を もっ てい た の で あ る。

　 広大 な面 積 を もつ ア ー ネ ムランド が保 護 区 に 指 定 され た のは 農牧 業 の ため に 開 拓 す

るに は この地 の 自然条 件 が あ ま りに も悪 く,そ れ まで の開 発 の 試 み がす べ て失 敗 に 終

わ った ため だ った 。 しか し政 府 は この地 の植 民 地 化 の 目標 をす て た わ け では な く,狩

猟 採集 民 の ア ボ リジ ニを保 護 す べ きだ とす る世 論 の 中心 だ った キ リス ト教 団 体 に 彼 ら

を 同化 させ る責 を 負 わ せ た。 この 政 策 に した が って アー ネ ム ラ ン ドに は1910年 代 か ら

多 くの ミッシ ョ ンが つ く られ は じめ た。マニングリダ 周辺 では,1916年 に ゴルー9　.一ン

島(メ ソデ ィス ト派),1925年 に は ミ リ ソギンビ 島(同)と オ ーエ ソペ リ(Church

Missionary　 Society)に ミッ シ ョ ン ・タウン が 設 立 され た 【RowLEY　 1970]。

　 初 期 の キ リス ト教 ミ ッシ ョンは パ シ フ ィ ッ ク ・ミッション と呼 ぼ れ る。 それ は この

地 域 へ の陸 路 が 未 開 発 で,海 路 だ け が利 用 で きた た め で あ る。ミッション は航 路 に よ

って拠 点 をつ く り,食 糧 や衣 料 品 の 供給,白 人 ス タ ヅフの交 代 な どを お こな って い た。

オ ーエ ソペ リは例 外 的 に 内 陸 に位 置 す るが,こ れ は ダ ー ウ ィ ンの皮 革 産 業 の ため の ワ
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二や 野 性 化 した 水牛 を狩 る狩 猟 者 の 最前 線 で あ った 。

　 1920年 代 にミッション ・タウン が で きた こ とでマニングリダ 地 域 に も白人 が あ らわ

れ は じめ た 。 た と えぽ,トムソンThomsonは ス チ ュ ワー ト岬 付 近 に滞 在 して 人 類

学 調 査 に あ た ってお り,1939年 に は メ ソデ ィス ト派 の牧 師 ス ウ ィニ ーSweeneyに よ

る住 民 の生 活 及 び健 康 状 態 に関 す る レポ ー トが で てい る。 それ に よる と,こ の地 域 に

は7つ の言 語 族,545人 の ア ボ リジ ニ が いた 。

　 しか し,接 触 は ア ー ネ ム ラ ン ドの 他 地域 と比 べ る と きわ め て少 な く,ア ボ リジ ニか

らみ る と,白 人 の世 界,つ ま り ミッシ ョンへ は 自分 た ちか らは簡 単 に 接触 で きる が,

逆 は そ うでは な い とい う地 域 と して 残 され て い た ので あ る。古 老 の中 に は幼 児期 や青

年 期 に ゴルバ ー ンや ミ リンギ ン ビに いた と語 る ものが 意 外 と多 い。

　 太平 洋戦 争 は この 社会 に大 きな展 開 の き っか け を与 えた 。 戦 争 の勃 発 と と もに ダー

ウ ィソが爆 撃 され,日 本 軍 の上 陸 が 予 想 され た た め,オ ー ス トラ リア政 府 は ダ ー ウ ィ

ソを前 線 基 地 とす る整備 を は じめた 。 そ の 結 果,極 端 な人 手 不 足 が起 こ り,労 働 力 と

して ア ボ リジ ニ まで 求 め られ,白 人 との 人種 的 隔壁 は(一 時 的 に だ が)取 り払 わ れ る

こ とに な った 。 この 時 ア ー ネ ム ラ ン ドか ら多 くの若 者 た ちが 徒 歩 で(何 日もか け て)

ダ ー ウ ィ ンに 向か った とい う 【松 山　 19901。

　 ア ボ リジ ニの保 護 区 外 へ の 流 出 は戦 後 もお さ ま らず,大 きな 社 会 問題 にな る。 そ の

対 策 の た め に,1946年 巡 視 官(Patrol　 OMcer)の カ イ リ トル は こ の地 域 の踏 査 を お

こ な って い る 【KyLE-LITTLE　 1957]。 そ して,ア ボ リジ ニ の流 失 を止 め るに は マ ニ ン

グ リダに 交 易所(Trading　 Port)を 設 立 し,他 のミッション ・タウン と同 じよ うな 近

代 的 な 町 を つ くるべ きだ と勧 告 した。そ の 結果,交 易 所 は1949年6月 に設 立 され た が,

予 算 ぎれ の た めそ の年 の11月,雨 期 のは じま りと と もに閉 鎖 され て し まい,こ の 計 画

は 消え た か に見 え た。

　 とこ ろが,1957年5月 に な る と交 易所 が 再 開 され る。 今 回は 充 分 な予 算 を と もな う

長 期 計 画 で あ った。 これ に よ って 今 日のマニングリダ ・セツルメント の基 礎 が 築 か れ

た の であ る。 マ ニ ン グ リダの 特徴 は そ の初 期 か らハ イ ヤ ッ トが 調 査 に 入 り,そ の 後 も

ミー ヤ ンMeehan,　 B.,ジョーンズJones,　 R.,ハ ミル トンHamilton,　 A.,ア ル ト

マ ンAltman,　 J.な どの 人類 学 者 の調 査 が 続 け られ て い る こ とで あ る。1980年 に は じ

ま る私 た ち 日本 グル ー プの 調 査 もそ の一環 とい うこ とが で き るだ ろ う。

　 1958年 の調 査 で は人 口330人,滑 走 路,病 院,い くつ か の 小 屋 が あ り,果 樹 園 や 野

菜畑 が つ くられ,定 期 的 な 住 民 へ の食 糧 配 給 を お こな って いた 。 賃 金 労働 者 と して 雇

用 され てい た アボ リジ ニは57人 で あ った。 ほ か に 交 易 の た め に ワニ皮 や パ ン ダナ ス ・
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マ ッ トな どが もち こ まれ て い た 。

　 1960年 に は人 口が480人 とな って い る。 内訳 は,ア ボ リジ ニは キ ジ ンガ リ(プ ラ ダ)

46%,グ ナ ビ ジ15%,ナ ラ ラ13%,グ ナ ドパ8%,ジナン6%,ガ ソグ ラ ゴ ニ4%,

グ ニ ン グ3%,ジ ャ ソ ジ ャ ン ゴ3%,グ ンバ ラ ソ グ2%で あ る。 他 に10人 の 白人 ス タ

ッフが い た 【HIATT　 l965】。

　 1962年 に な る と,政 府 は マ ニ ン グ リダへ の 援 助 を 強化 し,ア ボ リジ ニの雇 用 増 進,

職 業 訓 練 所 の設 立,農 林 業 を 起 こ し,工 芸 品 生 産 振 興 な どに よ りア ボ リジ ニ ・セ ツル

メ ン トの モ デ ル に し よ うと した。 これ はか つ て の 同 化 策 を捨 てず,お しつけ が ま し く

独善 的 に な りが ち な 隣接 の ミッシ 。ソに対 す る批 判 で もあ った。 政 府 の肩 入れ に よ っ

て マ ニ ン グ リダは急 速 な膨 張 をは じめ た。

　 1966年 の 調 査 で は865人(う ち 白人65人),そ して1971年 には1100人(う ち 白人200

人)に まで人 口は増 え,ノ ーザ ンテ リ トリー(州)第44位 の 人1コを もつ都 市 に成 長 し

たIM朋HAN　 l982】。 この 時,白 人 の数 も飛躍 的 に増 え て い る。 そ の た め町 には,他

の町 と同 じよ うな,白 人 優 位 の 雰 囲 気 が強 ま った 。 この 頃か らア ボ リジ ニは マ ニ ソグ

リダを去 って 彼 らの故 地 へ と帰 りは じめ た。 も ち ろん,そ れ まで も彼 らは 自分 の領 地

を放 棄 して いた わ け で は な く,故 地 に は老 人 が 残 り,交 通 の便 が 良 くな る乾 期 に な る

と,「 休 日」 の里 帰 りを 楽 しむ 形 で帰 って いた 【MEEHAN&JoNEs　 lg80】。

　 マ ニ ン グ リダの発 展 は政 府 に よる重 点 的 な援 助 に よる ところ が 大 きい ことは す で に

述 べ た 。 ミー ヤ ソに よ る と,1960年 代 にマニングリダ に は基 本 プ ラ ンに基 づ き町 が 建

設 され,空 港,小 学 校(教 員20人),病 院,ス ーパ ー マ ー ケ ッ ト,フ ァース トフ ー ド

店,製 材 所,近 代 的設 備 を も った住 宅,教 会(牧 師1人)な どが あ った。 そ して1970

年代 には ア ウ トステ ー シ ョンの1つ,カ デ ル(ゴ チ ャ ソジン ジ ラ)に 近 代農 園 の設 立

が試 み られ て い る。

　 また オ ーエ ソペ リ,ラマンギニン グの 二 つ の近 接セツルメント に つ なが る幹 線 道 路

が で き,ほ か に管 区 内に 製 材工 業 用 の道 路 網 が つ くられ,四 輪 駆 動 車 や トラ ッ クな ど

の車 が 大 量 に もち込 まれ た 。 無 線 電話 網 も この 頃 出 来 て お り,基 本 的 な近 代 装 置 は60

年 代 末 か ら70年 代 は じあ に 整 え られ た こ とが わ か る。

2。マニングリダ 地 域 の ア ウ トス テー シ ョン運動 とそ の要因

集 中 化 を続 け てい た アボ リジ ニ の突 然 の 人 口拡 散 の動 きは1970年 頃か ら顕 著 に な り

そ の後 も強 ま る一 方 であ った 。1972年 には11の ア ウ トステーション に500人 が 住 み つ

く状 態 に な り,マニングリダ の 町 の人 口は 半 減 して しま った。
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　 当 時,ア ウ トステーション の設 立 を 助 け た の は1960年 代 末 か らマ ニ ン グ リダ行 政 事

務 所 内 に おか れ た 支援 機 関,ORC(Outstation　 Resource　 Centre)で あ る。　ORCを

つ く りア ボ リジ ニの 自立 化 を積 極 的 に 進 め た の は 当時 のマニングリダ の 行 政 顧 問J.

ハ ンタ ーだ った とい われ て い る。ハンター は1974年 に それ ま で膨 大 化 す る一 方 だ った

白人 を大 幅 に 削 減 した。 少 数 の行 政 ス タ ッ フ,教 師,機 械工 な ど必 要 不 可欠 な人 員 を

残 し,他 の 白人 を す べ て解 雇 しセ ツル メ ン トか ら追 出 す とい う革 命 的 な 決 断 を した の

で あ る。 これ に よ ってマニングリダ は ア ーネ ム ラ ン ドのミッション ・タウン とは性 格

の ち が う 「ア ボ リジ ニ主導 」 の町 とな った。 そ の た め ハ ンター の名 は今 日で もマ ニ ソ

グ リダで伝 説 的 に語 り継 がれ て い る。

　 マ ニ ン グ リダ の ア ウ トス テ ー シ ョ ンが 組織 化 され る直 前 の1978年 度 の マ ニ ング リダ

、の人 口は700人,ア ウ トステーション に600人 ・ ほ か に 白人 が100人 い た ・ これ は1984

年 度 の ア ボ リジ ニ省 の調 査 に よ る管 区 の総 人 口1242,う ち ア ウ トステーション 人 口

630,白 人 約120と い う数 値 とほ ぼ お な じ数 値 で,こ れ が この地 域 の 安 定 した人 ロ分 布

で あ り,ア ボ リジ ニ対 白人 の 比 率 で あ る とい え る。

　 ア ボ リジ ニ側 か らみれ ば 人 口拡 散 の 主 な原 因 は,1968年 か らの 社 会 福 祉金(失 業 保

険 は まだ なか った)の 支給 に よ って 彼 らが貨 幣 経 済 に参 加す る資 格 を 手 に 入 れ た た め

だ とい え るだ ろ う。 ま た,こ の 頃 東部 ア ーネ ムランド の ゴー ブGoveに ボ ー キ サ イ

ト鉱 山 が 開か れ,土 地 を め ぐ って,そ こを領 地 とす る イル カ ラ ・セツルメント の ア ボ

リジ ニの訴 訟 が 起 こ され た 。 そ の結 果,1973年 に は ウ ッ ドワー ド委 員 会 に よ る ア ボ リ

ジ ニの土 地 所 有 権 が 認 め られ て,ゴ ー ブの 鉱 山権 利 金 を受 取 り,同 時 に聖 地 を 守 る権

利 も保証 され た 。 これ に よ って ア ボ リジ ニに も土地 を所 有 し,そ れ を資 産 と して 利 用

で き る見 とお しが開 か れ た ので あ る。

　 お な じ く,1973年 はDAA(ア ボ リジ ニ省Department　 of　Aboriginal　 Affairs)が

新 設 され て い る。DAAは ア ボ リジ ニの貨 幣 化経 済適 応 へ の援 助 【PETERsoN　 1983】

を進 め,ま た保 護 区 の セ ツル メ ン トの経 営 も ア ボ リジ ニ化す る政 策 を と るな ど,時 勢

は ア ボ リジ ニ側 へ 有利 に働 いた 。

　マニングリダ に お け るア ウ トステーション 運 動 の 比 較 的 ス ム ー ズな 動 きは進 歩 的 な

考 え を も った 労 働 党 支 持 者J.ハ ンタ ー氏 の よ うな人 々 の い た こ と も重 要 な要 因 で あ

った 。マニングリダ で は,こ れ らの人 た ち に よっ て全 国 に 先駆 け1976年 に管 区 に あ る

ア ウ トス テ ー シ ョンの 詳 細 な イ ンベ ソ ト リー の 報 告 が 出版 され て い る　[GILLESPIE,

COOKE&BOND　 l977】。 また そ の人 脈 は 行 政 や 美 術工 芸 顧 問要 員 と して そ の後 も引

き継 が れ て い る。 彼 らは か つ て の ミッ シ ョ ンや 同化 政 策 の時 代 の 思想 を 引 きず りア ポ
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リジ ニを 高圧 的 に教 化 し よ う と振 舞 うアー ネ ムランド の ミ ヅシ ョソに反 発 し,ア ボ リ

ジ ニの 自立 の ため に 協 力 を惜 しま なか った の で あ る。

Ⅲ.BACの 設 立

1.BACの 組 織化

　会 議 録 に よる とア ウ トステーション 評 議 会(Outstation　 Council　 Meeting)の 目的

は 「ア ウ トス テ ー シ ョン運 動 の継 続 と よ り一 層 の発 展 の た め に,ア ウ トステーション

の諸 問題 を扱 う個 別 の機 関 を組 織 す る こ と」 であ った 。部 族 間 の問 題 は ア ボ リジ ニ社

会 に あ って もっ と も微 妙 な もの で,こ れ に あた って 充 分 な 根 回 しが お こな わ れ て い た

こ とが 「各 コ ミュニ テ ィで 充 分 に 話 し合 わ れ た 」 「す で に存 在 す るマニングリダ 町議

会 か らオ ブザ ーバ ーを 呼 ぶ 」 な どの記 録 に示 され てい る。

　 ア ボ リジ ニの 自立 を 進 め る制 度,貨 幣経 済 に参 加 す る裏 付 け(社 会 福 祉 金 と土 地権),

交 通 通 信 を 中心 と した 近 代 設備 の整 備,そ れ を助 け る 白人 グル ープ とい う条 件 が そ ろ

い,1978年8月マニングリダ に お け る ア ウ トス テ ー シ ョ ンを 組 織す る機iが熟 した の で

あ る。 この 組織 は ア ウ トステーション の代 表者 が集 ま る評 議 会 の も とに法 人 団 体 を つ

く り,白 人 顧 問 を雇 用 して,ア ウ トス テ ー シ ョ ン住民 の生 活 全 般 を 支援 しよ うとす る

もの で あ った 。 主 な機 能 は(1)Mechanical　 Workshop:車 両,ボ ー ト,無 線 等 の 修

理,(2)Social　 Security:社 会 福 祉 金 支 給,(3)Resource　 Centre:諸 設 備(井 戸,住

宅,道 路,太 陽 電 池 等)の 設 置,修 復,(4)Art&Craft　 Centre:美 術 工 芸 品 買 い あ

げ,販 売 及 び 製 作 指導 と書 か れ てい る。

2.参 加 ア ウ トス テ ー シ ョ ン

　 第1回 会 議 が ひ ら か れ た の は1978年8月31日 で あ る 。 乾 期 も半 ば に い た り道 路 状 態

が 安 定 し,人 々 の 移 動 が 容 易 に な る 時 期 を 選 ん で い る 。こ の と き集 ま った ア ウ トス テ ー

シ ョ ソ の 数 は16で あ る 。 そ の 内 訳 は ガ マ デ ィGamardi,カ レ ドナ/ナ モ ソ バ

Caledona/Namonba,ジ マ ダJimarda,モ メ ガMumeka,マ ル ガ リ ッ ドバ ソMar-

rkolidban,ブ ル ガ ドルBuluhkaduru,ボ ル キ ア ムBorlkdjam,ジ バ ル バ ルJi　 Bal

Bal,コパンガGupanga,ゴ ロ ン ゴ ロ ンGorrong　 Gorrong,ウ デ ジ ャWurdeja,ナ

ソ ガ ロ ッ ドNgankorlord,ガ ッチGartji,ナカワンジャラNakawanj　 arraゴ ッ カ バ

バ ル デ ィGokkababuldi ,マ ル ワ ンMalwnunで あ る 。 カ レ ドナ/ナ モ ソバ と マ ル ワ
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ンに は ア ウ トス テ ー シ ョンは な く,地 域 代表 で あ る。 前 者 は マ ニ ン グ リダの す ぐ東,

後 者 は 管 区 の西 部,オ ーエ ンペ リー管 区 との 境 界線 付 近 を さす(図1)。

　 これ らの ア ウ トステーション の分 布 は こ の地域 のす べ て の言 語 族 を含 ん で い るが,

BAC形 成 の 初 期 段 階 で は,5つ の語 族,プ ラ ダBurada,ウ ラキWulaki,グ ナ ド

パGunardopa ,レ ンバ ラ ソガRembarangaと グナ ビジGunavidjiで あ る 【8005191(図

2)。 これ を 前 出 のハ イ ヤ ッ トと対 照 す る と,プ ラ ダは ギジン ガ リで ナ カ ラ も含 む,

ウ ラキはジナン の一 分 族 であ る。レ ソバ ラ ソ ガは グ ソグ ラ ゴ ニで あ るが,よ り広 くア ー

ネ ムランド 南部 丘 陵 地 帯 まで 領域 を もつ語 族 で あ る。部 族 間 関 係 を み る と,プ ラダ と

グナ ドパの 関 係 は密 接 で,ミ ー ヤ ソは 同一 言 語 族 とみ な して い る 【MEEHAN　 l982]。

ウ ラキ は これ ら と関 係 を もつ もの の や や離 れ た位 置 を取 って い る。 これ に 対 し,レ ン

バ ラ ソガはグニング と親 し く,前 三 者 とは 別 グル ー プをつ くる。 これ を(海 岸 一河 川)

対(山)と い う住 環 境 の差 とみ る こ とが 可 能 で あ ろ う。

　 ア ウ トステーション の 数 は プ ラダ4,グ ニ ン グ4,レ ンバ ラ ンガ4,ジ ナ ン3,グ ナ

ビジ1だ が,人 口数 で は,プ ラ ダ と レ ソバ ラ ンガ が優 勢 で あ る。 こ こで は グナ ビジの

存 在 の薄 さが 目につ く。 グナ ビジ は マ ニ ン グ リダの町 の土 地 所 有 者 で あ るた め 数 の 少

な さ に もか かわ らずマニングリダ 町議 会 の実 権 を握 って いた 。マニングリダ にお け る

数 の 多い プ ラ ダ と土 地 所 有 者 で あ る グナ ビジ の歴 史 的 な葛 藤 につ いて は,ハ イ ヤ ヅ ト

が詳 述 して い る とお りであ る　IHIATT　 l965】。 した が って,　 BACの 設 立 の意 図 は プ

ラ ダを 中心 とす る他 の部 族 が グナ ビジか ら独 立 した 組織 を つ くろ うと した の だ とい う

こ とが で き るだ ろ う。 しか し,グ ナ ビジ を のぞ い て も,こ の組 織 が や は り多言 語 族 の

集 合 で あ る こ とは変 わ らず,部 族 間 の 軋礫 は続 くの で あ る。

3.評 議 員

　 こ こに記 され た ア ウ トステーション は そ れ ぞれ2な い し3人 の 評議 員 を送 って い る

が,そ の数 が異 な るの は ア ウ トステーション 住民 の数 も し くは 近 隣 の ア ウ トステ ー シ

ョンを ま とめ て 代表 す る(ジ マ ダJimardaと マ ナ カ ー ドカ ジ リManaka-dokajirri

が 合 同でJimardaと な る)等 の事 情 を反 映 して い る。

　 評 議 会 は か つ て の族 長 会 議 と同 じ形 を とった もの だ,と 現 地 の 人 は い う。 評 議 員 は

伝 統 的土 地 所 有 者(Traditional　 Land　 Owner)に 限 定 され る と明言 され て い る場 所

が あ る1790405】 。 しか し代 表 者 の顔 ぶれ を み る とすべ て が土 地 所 有 者 で は な い こ とが

わ か る。

　 評 議 員 を 送 りだ す ア ウ トス テ ー シ ョンは 明 らか に ホ ル ドで あ る。 ア ボ リジ ニの ホ ル
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図2　 マニ ング リダにおける主要部(言 語)族 の分布

ド集 団 は マ ドックの 指摘 す る よ うに 一 氏族 の孤 立 化 を 防 ぎ,氏 族 間 の 相 互 性 を 高 め る

社 会 的(外 婚),経 緕 的(狩 猟 な ど),宗 教 的(聖 地,生 誕 地)な 混 交 の メ カ ニズ ムが

は た ら き,そ の結 果,ホ ル ド内 には 常 に二 人 の リー ダ ー とな る可 能 性 を もつ 男 が 存在

す る 【MADDocK　 l9741。マニングリダ 地 域 で は この二 者 を 英語 で,　owner(ホ ル ドの

存 在 す る領地 の所 有 者)と,manager(ホ ル ド外 か ら来 た 指導 者)と 呼 び 分 け て い る。

こ の両者 は しば しば 対 立 し,ホ ル ドの実 質 的 指 導者 とな った もの が ボ ス(bOSS)と 呼

ば れ る こ とに な る が,実 力 主 義(egalitalian)の この 社 会 で はmanegerが そ う呼 ぼ

れ る こ とが多 い。 しか し,こ の様 な両 者 の対 立,あ る いは 並行 は ホ ル ドの 宿 命 と もい

え る もの で,そ れ が ア ウ トス テ ー シ ョンか ら二 人 の評 議 員 を だす 背 景 にな って い る と

考 え られ る。

4.人 事 と部 族

　 BACの 設 立 に あ た って ま ず 最 初 に お こ なわ れ た の が 役 員 人 事 の 選 出 で あ っ た 。

BACの 初 期 の 段 階 で は プ ラ ダ,ウ ラキ,グ ナ ドパ,レンパランガ が 主体 とな って い

た こ とは す で に述 べ た が,こ の4グ ル ー プの微 妙 な 力関 係 を 役 員人 事 に うかが うこ と

が で き る。 まず,議 長 の選 出に あ た って,レ ンバ ラ ソガ族 の ジ ミー ・Sが ウラキ 族 の
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ジ ャ ッ ク ・Wに よ り指名 され,プ ラ ダ族 の グ ヤ ・Jが 指 名 賛 成 者 とな って い る。 つ ぎ

に 副議 長 は ジ ミー ・Sが グヤ ・Jを 指 名 し,そ れ を ウ ラ キ族 の ム ニ ・Rが 賛 同 して い

る。 そ して書 記 に は プ ラ ダ族 の マ イ ケル ・Bが 同族 の チ ャー リー ・Gを 指名 し,イ リ

・B(参 加 者 リス トに な し)が 賛 同 して い る
。

　 そ の 結 果,プ ラダ2,レ ソパ ラ ン ガ1と い う2対 立部 族 の構 図 が で き た。 ウラ キは

両 者 に 影 響 力 を もち なが ら裏 に まわ った形 に な った 。 この 力 関係 はそ の 後 もほ とん ど

変 わ って い な い。

　 初 代 議 長 の ジ ミー ・S(レ ソバ ラ ンガ)は79年11月 ご ろ突 然,議 長 の 職 を 投 げ だ し

て しま った 。12月 の 全 体 会 議 を 欠 席 し,チ ャー リー ・G(プ ラ ダ)が 代 行 して い る。

これ に対 し,ジ ャ ック ・W(ウ ラキ)が 「役 員 の 交 代 が この 時 す で に お こな わ れ て い

る」 と指 摘 し,翌 日 コ ミュ ニテ ィ開発 顧 問 の ヒ ュ ーズか ら 「ジ ミー ・Sが 家 族 の 都 合

に よ りマニングリダ を 去 り,自 分 の ア ウ トス テ ー シ ョンへ帰 る こ と とな った,そ の た

め彼 は 自分 の職 務 に つ い て責 任 を 取 る とい う態 度 を 明確 に した の だ 」 とい う説 明 が あ

った。 評 議 員 は 「各 ア ウ トステーション は彼 の 仕 事 に非 常 に満 足 して い るの で,ま っ

た く残 念 で あ る」,「援 助 資金 や 土 地 問題 で,ボ ー ム(同 部 族 の)が 責 任 者 で もな い の

に ごね た の は よ くな い」,「早 急 に彼 と同様 に有 能 な人 物 を選 出 し,各 ア ウ トステ ー シ

ョソへ の年 金 支 払 い に と ど こお りが生 じな い よ う希 望 す る」 な どの ニ ュア ソス を含 ん

だ感 想 や 説 明が あ り,「 新 委 員 の 選 出 は委 員 会 に一 任 」 に おわ った とい う議 事録 が あ

る{791212】 。 こ こに は部 族 内 の もめ事 の他 にレンパランガ か ら プ ラ ダへ の交 代 に 背景

があ り,そ れ に ウ ラキ が ク レー ムを つけ た とい う関係 が うか が え る。

　 新 役 員 は79年12月 の全 体 会 議 で 議 長:ガ ウル ・S(Malwnunグニング),副 議 長:

チ ャ ー リー ・G(プ ラ ダ),書 記:ウ ェ イ ・D(グニング)と き ま った 。 しか し,書

記 の ウ ェイ ・Dが,都 合 に よ り就 任 ま もな く第1回 目の委 員会(1月17日)で 辞任 し,

1月23日 に テ リー ・R(不 明)と 交 代 した。 しか し,こ れ も80年8月 の 全 体 会 議 ま で続

か ず,兼 任 の郵 便 係 を も含 め た 職 務 怠慢 で2月27日 の委 員 会 で 免 職 され る。そ の後 クー

パ ー ・J(プ ラダ)が3月27日 の委 員 会 で つ ぎ の全 体 会 議 まで の暫 定 書 記 に就 任 した。

ま た,議 長 ガ ウ ル ・S(グニング)に た い して も職 務 怠 慢 に 対 す る辞 任 要 求 が8月 の

全 体 会 議 で提 出 され,結 局8月9日 の委 員 会 で,す べ て の役 員 を 全体 会 議 で再 選 出 す

る こ と とな った。

5.2人 の若 者

ジ ミー ・Sの辞任以後BACの 人事は極端に不安定になった。 これはこの期の役員
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の 無 能 力 も関 係 が あ るだ ろ うが,プ ラ ダ と レ ソバ ラ ン ガの対 立 の中 に 弱 小 の グ ニ ング

の2人 を 入れ た ため 起 こ った部 族 間 の バ ラ ンスが 崩 れ た こ とに最 大 の 原 因 が あ る と思

わ れ る。 そ こで,つ ぎの 全 体 会 議(80年8月)で 議 長 チ ャ ー リー ・G(プ ラ ダ),副

議 長 カ ラ ・J(レ ソバ ラ ソガ),書 記 ゴル ・C(プ ラ ダ)が そ れ ぞ れ 決 ま る。 構 成 は再

び プ ラダ2,レ ソバ ラ ソガ1と な り安 定 した の で あ る。

　 そ の後,1984年 までBACの 議 長 は ほ ぼ一 年 の任 期 で 交代 す る が,実 質 的 に チ ャ ー

リー ・G(プ ラ ダ)と ジ ミー ・S(レ ソバ ラ ソ ガ)の 二 人 の間 を 行 き来す る こ とに な る。

この 組 合 せ で交 替 を く りか えす こ とで部 族 間 関 係 も安 定 した もの に な った の で あ ろ

う。 二人 の若 者 は,い わ ゆ る伝 統 的 な社 会 で の力 は な いが,英 語 が堪 能 で,事 務 能 力

が あ り,白 人 と対 等 にわ た りあ え る 人 で あ った 。 と くに,チ ャ ー リー ・Gは オ ー ス

トラ リア南 部 の高 校 を修 了 して お り,議 長 ばか りで な く,ダーウィン,キ ャ ンベ ラ,

シ ドニー な どで お こな わ れ る各 種 会 議 や委 員会 に も派遣 され,マニングリダ の対 白人

折 衝 に お け る切 札 的 な 存在 に育 って い った。

Ⅳ.BACの 構 成

1.組 織 化 の プ ロセス

　第 一 回 の 会 議 は機 関 の組 織 化 に 関す る事 務 的 な用 件 に よ っ て しめ られ て い る。 団 体

の名 称 を きめ,役 員 を選 出,法 人化,予 算,実 質 的 な運 営 に あ た る白 人顧 問(行 政 顧

問Community　 Development　 Worker)と 美 術 工芸 顧 問(Art　 and　 Craft　Advisor)の

公募 な どを 決 め て い る。 また 全 体 会議 は人 数 が 多 く,交 通 が 不 便 なの で 回 数 を年 四 回

(Quartery)に 制 限 し,実 務 を 処 理 す る委 員 会(Executive　 Committee　 Meeting)を つ

く り実務 処 理 に あた る こ とを決 めて い る。

　 機 関 の名 称 につ いて は これ が 多 くの 語族 の集 合 団体 で あ る こ とか ら 「共 通 語 と して

英 語 名 称 に す べ きだ 」 とい う意 見 が あ り,ORA(Outstation　 Resource　 Association)

とす る こ とに な った 。 しか し,こ れ で は特 徴 が な くア ボ リジ ニ性 を よ り強 く打 ち だ す

べ きだ と い う意 見 が の ち に で て,1979年12月 の法 人 化 に あ た って 最 終 的 にBAC

(Bawinanga　 Aboriginal　 Corporation)と 決 定 した。　Bawinangaは 特 定 の 現 地 語 で は

な く主 要 な4語 族,Burada,　 Wulaki,　 Gunardopa,　 Rembarangaの 部 分 を と り,複 合 し

た もので あ る18005191。

　 現 代 の ア ボ リジ ニ社 会 の 自治 組 織 は オ ー ス トラ リア の 地 方 自治 単 位 と 同 じで,市
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(町)議 会(Coungil),ま たは郡(Shire)と い う形がとられている。マニングリダに

はマニングリダ町議会があるが,マニングリダ 周辺のアウトステーションに住む諸部

族がその自治 と生活支援のために別組織をつ くったものである。その結果BACは 協

同組織(Corporation)と いう法人の形をとることになった。

　第一回の全体会議では法人化にあたっての法的手続きはNAALS(North　 Australian

Aboriginal　Leagal　Service)を 利用すべだとの提案があ り,全 員の賛成をえて承認さ

れた。しかし,第 二回 目の会議(79041で,法 人の認可には州政府か連邦政府とい う

2つ の選択肢があ り,NAALSを 通 じた場合州政府 レベルでの法人 となってしまうの

で登録手続きを一時中止 した とい う報告があった。住民の一般感情は,州 政府 より連

邦政府のもとでの法人化を望んでいた。それは後者の方がアウトステーション 運動に

対して同情的だといわれていたからである。この時は決定がもちこされるが,最 終的

には連邦政府 レベルでの法人化が選ばれた。評議員の大部分が法人化についての明確

な認識をしていないため会議は混乱 している。アボ リジニは言葉の解釈やおきかえで

玉虫色になる白人の法律を うるさいとおもい,い らだって怒 りだす場面が会議録には

しば しばあらわれる。 しかし法人化のプロセスは意外と順調に進み,1979年7月12日

には規約原案の作成ができ,同 年10月 には登記の認可がお り,12月 の全体会議でそれ

が報告されている。これによってBACは 独立組織として完成 したのである。

2.白 人 の雇用1一 行政顧問

　第一回会議の重要な決定として事務をおこなう行政顧問を全国的に公募することと

した。公i募は労働省(Dept.　 of　Employment　 and　Industrial　Relations)か らの協力

をえて,所 定の資格に基づき第一次の書類審査をおこない,適 任者を複数選出する。

最終審査はアウ トステーション代表者会議でおこない,決 定することにした。

　 コミュニティの開発顧問資格,業 務内容,雇 用条件は以下のようである。

　給与はA$13000-16000(年 額)で,2年 間契約,宿 舎が提供され,契 約終了後にア

デ レー ドまでの航空券を支給する。

　業務は評議会の指示に従い,(1)援 助金申請,橋 や道路の整備などの一般地域開発

業務,及 び経済,社 会問題等について各アウトステーション に対するア ドバイス,(2)

アウトステーション を定期的に巡回 し現場での協力,(3)連 邦政府及びその他の公的,

私的機関とのスムースな連絡体制確立,維 持,(4)社 会福祉事務をおこな う。資格は,

アボリジニとの意志疎通及び協力が可能で,簿 記及び社会奉仕関係の経験を有 し,組

織運営の経験を有するもの,と ある。

125



国立民族学博物館研究報告別冊　　15号

　最 初 の行 政 顧 問 に は ヒ ュー ズ氏 が採 用 され,翌 年4月 全 体 会 議 で新任 紹 介 を され て

い る。 ヒ ュー ズ氏 は この地 域 で の就 労 は は じめ て で あ った が,さ っそ く雨 期 の食 糧 配

給 用 の ボ ー ト購 入,ORAの 法 人 化 の諸 手 続 き,援 助金 の 申請,現 地 ス タ ッ フの雇 用

な どの仕 事 にか か って い る。 行 政 顧 問 と して の ヒ ューズ 氏 は 生真 面 目に過 ぎ る と思 え

るほ どの 精 勤 ぶ りで あ る。 会議 は年 に4回 の本 会 議(Quarternary　 Meeting),毎 週1

回 の委 員 会(Executive　 Committee　 Meeting)を ほ ぼ 完 全 に ひ ら き,そ れ らす べ て に

出席 して い る。い つ も欠 乏気 味 の資 金 の 立替 え払 い を お こな う こ ともあ った18012131。

　 行 政 顧 問 の職 が いか に重 要 な もの とみ な され て い るか は ヒ ューズ 氏 に無 線 電 話 付 き

の専 用 車 を 与 え る こ とを決 議 して い る こ とに よ ってわ か る。 行 政 顧 問 の給 料 は 少 な く

と も この町 の 最 高 レベ ル に あ り,供 与 され る宿 舎 も立派 な もの で あ る。 しか しそ の特

権 が しば しば アボ リジ ニに対 す る優 越 性 とま ちが わ れ る こ とが あ り,そ の た め 「活 動

の 中 心 とな るの は あ く まで も伝 統 的 土 地 所 有 者(Traditional　 Land　 Owners)の ア ボ

リジ ニが 中心 であ り,白 人 は これ を 補 助 す る に とど ま る」 との確 認 が お こな わ れ て い

る17907131。

　 ヒ ューズ 氏 は契 約 期 間 の2年 で辞 任 して い る。 任 期 の終 わ り頃 に はな ん とな く コ ミ

ュニ テ ィの 不平 不 満 が 多 くな って い る事 が 議 事録 か ら感 じられ る。 それ は ほ と ん どの

場 合 彼 の 責任 で は な く,こ の 社会 の常 態 なの だ が,つ ぎ に述 べ る ク ッ ク氏 ど違 って こ

の コ ミュニ テ ィに全 く馴 染 み の な い 白人 だ った 彼 に は,仕 事 が 理 想 どお りに は か ど ら

な い こ と と激 しい対 人 摩 擦 に疲 れ た の で あ ろ う。 も っ と も,短 期 間 働 き金 を貯 め て南

部 の 町 に帰 るの が フ ロ ソテ ィア社 会 の や り方 だ と一 般 に いわ れ て い る。 ヒ ュ ーズ 氏 の

後 任 に は ボ ソ ド氏 が選 ぼれ た1810127】 。 ボ ソ ド氏 はマニングリダ の主任 機 械 工 と して

この コ ミュニ テ ィに長 く住 み,住 民 か らの信 頼 の厚 い 人 で あ った。

3.白 人の雇用2一 美術工芸顧問

　 も う一 人 の 白人 ス タ ッフは美 術 工 芸 顧 問 で あ る。 美 術 工芸 品 の製 作 は 現 在 の ア ー ネ

ムランド の ア ボ リジ ニ社 会 に と ってほ ぼ 唯一 の産 業 であ る。 そ の ため,連 邦 政 府 は 美

術工 芸 の振 興 を め ざ し,美 術局(Arts　 Board)を とお して 白人 顧 問 を 雇 う援 助 金 を

だ して い る。

　BACに よる募 集 条 件 は 行 政 顧 問 とほ ぼ 同 じだ が,給 与 は す こ し低 い。 業 務 内容 は

(1)ACC(Art　 and　 Craft　Centre)の た め の作 品購 入 と市 場 調 査 開拓 を お こ な う。(2)

外 部市 場 か らの需 要 に 見合 った 供 給 を 実現 す るた め に,各 ア ウ トステーション に於 け

る芸 術 作 品製 作 の 指 導 育 成 を は か る。(3)政 府 ア ボ リジ ニ芸 術 局(Aboriginal　 Art
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Board)と 各コミュニティ間の連絡体制確立維持をおこな う。(4)作 品の市場開拓の

ためのPRの 実施。(5)マニングリダ におけ る美術工芸業務の監督および特に指示

された業務を実施する。資格は,ア ボリジニ美術,工 芸に対する知識を有 し,芸 術品

販売,実 務経験を有するというほかは行政顧問 とおなじである。

　美術工芸顧問にはクック氏がえらぼれ,行 政顧問のヒューズ氏と同時に新任紹介さ

れている。 クック氏は この地域のアウ トステーシ ョン運動に深 くかかわった人

{GILLEsplE,　CooKE&BoND　 l9771で ある。アボ リジニには白人に対する不信感が

あ り 「これまで全 く面識の無かった新任者の就任には不安を覚える。……(中 略)・・

一すでに何年にもわた り,我 々及びこの地域とかかわ りの深い人」1801110】がのぞま

しいとい う感情がある。もっとも内輪だけでの人事の弊害 も充分知ってお り,ヒ ュー

ズ氏とクック氏はその両方のパラソスを考えた採用だったと思われる。

　 クック氏は全体会議や委員会にほとんど出席 し自分の分野だけに限らずアウトス

テーションの雇用促進,施 設の充実,サ ービス改善などについて活発な発言をおこな

っている。委員会の記録からも明らかなように,ク ラフ ト・センターはアウ トステー

ショソ住民の生活 と密接な関係をもっている。前述したように行政のきしみやそれに

ともな う予算や基金の不足に悩みながらもできるだけ製品を買いあげ,現 金や小切手

を手渡 しているからである。委員会でのクラフ ト・センター関係の支払い承認の記録

が多いことがそれを示 している。

　 また,美 術工芸顧問は専用車をあたえられ,定 期的(2週 間に一回)に アウトステー

ショソを訪れ作品を買い付ける巡回(craft　run)を おこない,木 皮画その他の素材

集めもてつだ う。クック氏の仕事ぶ りに対するアボリジニの信頼は高 く,任 期中に昇

給するべ きだとの声が評議員か らでている。これは次期の美術工芸顧問が住民の不満

の声に よって適正 にかけるとされ任期中に解任 されてい ることと対照的である

184012610

　 芸術はアボ リジニ社会の公的な顔 となっている点が重要である。美術工芸顧問は都

会で展覧会を開き,芸 術家に同伴してでかけ,紹 介する,マ ニングリダの店に来る客

をもてなす,客 の入域許可をだす,遺 跡や遺物の保存をはかるなどの精力的な活動が

それを示 している。 しかし一方で聖地や道具(美 術工芸品)は 彼らの伝統,信 仰,儀

礼と深 くかかわっている。そのため,「 ダーウィンで開かれるフェスティバルに出品

するために,誰 かが 自分の名前を利用 してグナビピ儀礼用のブル ・ローラー(Bull

Roarer)を もちだ しているらしい　　　 　についてなんら知 らされておらず非常に

迷惑 している」1790403]と いった　　　　が常に起 こる。グナビピは成人通過儀礼の

)こ の ・

`フ フ ノ1
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一種で 「秘儀」 とみなされるものである。 しかも,そ れに使用 される儀礼用具である

うなり板(ブ ル ・ローラー)は,楽 器の一種で,聖 霊を呼ぶことに用いられる。通常

これを関係者外に公開することなど考えられず,ア ボ リジニの間では女性に絶対にさ

わ らせないとい うものである。美術工芸顧問には,そ ういった事情をふまえ,か つ尊

重 しながら業務を進める能力と努力が常に強いられているのである。

　 クック氏の特筆されるべき仕事のひとつに,ジ ョミJomi博 物館の建設がある。博

物館設立の提案は79年度7月 にだされ,8.目 には 「規約に沿った形で博物館を設立 し,

石斧,木 皮画,カ ヌー,漁 網,ヤ ナ,棺,写 真,文 献等の保管展示をおこなう」こと

が委員会で決定された1790823】。これは各 コミュニティとダーウィン の諸機関に広報

され1790912】,12月 の委員会で博物館活動の基本方針ほかのアウトラインがきまった。

それらは,業 務内容,専 従スタッフ数,設 立理念,無 給原則,運 営委員会などである。

運営委員は,伝 統に深い知識 と理解をもつ高齢者の男性で,こ の地域全部族の半族で

あるイリチャYirritja及 び ドゥワDua両 方から任命する。また女性関係の品を担

当するための女性運営委員会 も設立された。

　博物館の名,ジ ョミとはマニングリダにある美 しい泉で,水 中の子供が母親の胎内

に入る場所 とされ,女 達は(必 要時以外は)近 寄らないというグナビジの聖地である。

　 この小さな博物館はダーウィンの新聞に大きく報道され,そ れまで計画ばか りで実

施の進まなか ったノーザンテ リトリー州立博物館の設立を実現させる役割を果たした

という。今日ではマニングリダ の人々の誇 りとなっている。

V.議 題 にあ らわれた住民 の関心

1.主 な議 題

　BACと い う機構に対 して住民が何を期待 し,組 織がそれにどう対処 した,ま たは

しようとしたのかは会議録の議題に明確にあらわれている(表1)。 住民の関心が生

活の改善向上にあることはもちろんで,話 題は多岐にわたっているのだが,そ れらは

ほぼ経済,通 信交通,伝 統 という三つのカテゴリーに集約されるようである。食糧,

医療,教 育等の問題も多いが,そ れらは上記の三つのカテゴリーと密接に関係 してい

る。もちろんこの三カテゴリー自体も互いに切 り離すことのできないものである。
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2.小 切手(check)

　この地域の貨幣経済はその大部分が政府による社会福祉や援助に基づ くという特徴

がある　IALTMAN　 1987】。少数の雇用者を除いてほとんどの住民は失業保険,老 人,

寡婦,養 育などのいずれかの保障金を受け取 っている。またBACの 組織そのものも

地域援助金や改善基金の上に成立 してお り,こ れには白人顧問をは じめ とする被雇用

者の給料も含まれている。

　会議録にあらわれる頻度の多い言葉に小切手(check)が ある。福祉金は小切手で

わたされ,そ の現金化はアウ トステーション に半月1回 の福祉金の交付のための郵便

の巡回(Mail　 Run)時,あ るいはマニングリダの本部事務所でおこなわれる。その

現金化に関 して数多くの苦情が寄せられ,委 員会では改善方法が議論 されている。こ

れはアウ トステーションでは小切手が うまく現金化できず,しぽしぼ行方不明になる。

しかも行方不明のものはだれか別人によって現金化され使われてしまう17904031と

いう事件が多発したからである。盗難や使い込みの例もある 【841020】。

　 これに対 しては配送の期 日を正確に守 り本人に確実に手渡す[790403】,現 金化する

人を信用できる人に特定する 【7907111,小切手係を増やす1790830],雇 員は必ず時間

内は事務所にいる 【841020】,特別基金を設け支払いの遅れがないようにする 【800904],

などの改善が苦情のでるたびに試みられている。

　 このような問題のおこる原因は人材不足と制度の不備がまずあげられようが,よ り

重要なのはアボ リジニ社会のあ り方そのもの,す なわち社会的要因が最も大きな問題

である。つまり彼らの経済は親子,夫 婦をは じめ全親族の関係が互いに寄 り添い助け

合 うという互酬性経済で,個 人を主体 とした貨幣経済となじまない。さらにこれにあ

いまいな時間と広大な空間の要素が加わる。彼らの移動は激 しく,郵 便 トラックがア

ウトステーションに着いた時,町 や他のアウトステーションにでかけていた り,狩 り

や採集にでかけて粋て受け取れないことがしぽ しばおこる。したがって不在の人を(も

っとも近い関係の人が)代 行するのは当然のことであり,実 際的だといえる。問題は

そのあと,代 行人が小切手や現金を紛失 した り,転 用(し ぼしば浪費)し てしまうこ

とが多いのである。特に伝統的な経済観念か らは,そ こにあるものについては親が子

のものを,夫 が妻の物を利用する(そ の逆も可)の は当然という見方があ り,い ない

人はその時点では一応必要 としてはいないのだから必要とする人が一時的に借用 し,

いつかの機会に返済すればよいという論理がある。

　 しかし貨幣経済の基本はあくまで個人を主体 とし,現 在では貨幣が食糧や衣料 とい
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表1　 BAC会 議 に取 りあげ られた議題 の頻度

1.全 体会議

　話 題 頻度

車

ア ウ トステーション

ショップ

道路

年金小切手

無線

保健 ・医療

白人

訪問者

雇用

聖地

20

17

12

11

9

8

8

8

7

7

7

2.委 員会

　 話 題 頻度

会計

雇用

車

委員会

許可 ・訪問老

書簡

賃金

年金小切手

道路

ア ウ トステーシ ョン

35

23

21

18

13

11

10

9

8

8

った生活必需品 と一体化 しているためにおこる問題だといえるだろう。

　小切手の手渡しや現金化をアボ リジニがおこな うと,こ のような人間関係のしがら

みが強 くかか り,う まく対処できなくなることが多い。そのため,こ の社会ではアボ

リジニ自治への強い希望にもかかわらず,中 立的で機械的に規則を守ることのできる

白人が必要とされるのである。アボ リジニ自立の理想を追いすぎるあま り,白 人を排

除したあと,事 務が完全に混乱 し,破 産状態に追い込 まれたコミュニティの例もある

【杉藤　1990】。 しか し,議 事録を年代的にたどると小切手の問題は徐々に整理され制

度的にも整えられていることがわかる。現代生活にかかす ことのできない個人主義の

確立あるいは旧来の人間関係をたち切ることは,福 祉金支払い小切手による貨幣経済

の浸透により促進されていったとい うことができるだろう。

3.基 金,援 助 金

　 ア ウ トステーション 住 民 の生 活 環 境 を 改 善す る に は政 府 か らの援 助 金 が 不 可 欠 で あ

る。 援 助 金 はか つ て全 額 が連 邦 政 府DAAか らで て お りBACに 対 して年 間150万 ド

ルが 支 出 され て いた1810324]。BACは そ れ を資 金 と して ア ウ トステーション に対 す

る諸 設 備 の整 備 を お こな って い た。 初 期 に は,車,ボ ー ト,無 線 水 ポ ソプ,建 材 な

どを 各 ア ウ トス テ ー シ ョ ンの 要 求 に した が い 基 金 をDAAに 申請,獲 得 して遂 行 し

て いた 。 一 件 の額 は2000・一・4000ドル の範 囲 で あ る1820228】 。

　アボリジニに対する操助や基金のあり方は政治経済の動きに大 きく影響され・一定

していない。政策や法律を白人側の都合で くるくる変えることについて,ア ボリジニ
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側 か らは い らだ ち の声 が あ が る 【810324]。 た とえ ぽ79年 にはDAAが,援 助 金 に 関 し

て政 策 の変 更 を お こな って い る。 これ は ア ボ リジ ニが援 助 金 で購 入 した新 車 を す ぐに

ぶ つ け壊 して しま うな ど有 効 利 用 され て い な い の では な い か とい う白人(世 論)に よ

る と説 明 され て い る17907101。

　 また,連 邦 政 府 か らの資 金 提 供 を,地 元 の 州政 府(1978年,ノ ーザ ソテ リ ト リーの

自治 が認 め られ た こ とに よる)に 移 そ うとす る動 きが あ る 【790711】。

　 連 邦 政 府 の ア ボ リジ ニ援 助 特 別 基 金(Aboriginal　 Benefit　 Trust　Account)の 資 金

の枯 渇,政 府 に支 払 わ れ る ウ ラ ニ ウム ・ボ ーキ サ イ トの 鉱 山 採 掘料 に よ って まか なわ

れ る ア ボ リジ ニ権利 保 護 団 体 のNLC(Northern　 Land　 Council)を 設 立 し,援 助 を一

本 化 しよ うとす る動 き もあ る 【7908031。 芸 術 局 の援 助 は 続 け られ て い る も のの 常 に資

金 不 足 が 話 され て い る18002,8203231。

　 しか しそ うい った資 金 源 の一 本 化 の試 み は連 邦 政 府 と州 政 府,さ らに は各 省 や 現 場

の役 人 の思 惑 が 既 得権 争 いを 引 きお こ し,混 乱 し,結 果的 に はか え って窓 口の多 様 化

が起 こ って い る 【80081。 しか し,全 体 と して は援 助 の要 望 は 当初 ア ウ トステーション

(時 に は個 人)ご とに それ ぞれ 提 出 され て いた もの が,い くつか の ア ウ トス テ ー シ ョ

ンを 結 ん だ地 域 的 な もの とな り,さ らにマニングリダ 管 区全 域 の よ り大 きな(儀 礼 用

トラ ック,無 線 本 部,食 糧 配 給 用 飛 行 機,ア ウ トス テ ー シ ョンの恒 久 的母 屋)単 位 へ,

つ ま り個 人的 な もの か ら社 会 的 な もの へ とい う方 向 に動 い て い るの であ る。設 備 の充

実 と と もに全 体 的 シ ス テ ムの整 備 へ と動 い て い る こ とが よみ とれ るので あ る。

4.車

　会議録に最も多くあらわれる言葉,す なわち住民の関心が最 も強いものは車である。

道路 らしい道路がなく,雨 期の長 く続 く砂質や泥沢地,川 の多いアーネムランド のア

ウトステーション 運動の展開に最も重要な役割を果たしたのは四輪駆動車 とくに トヨ

タ ・ランドクルーザーであったといわれている。それまで独占的な存在であったラン

ド・ローバーに劣らぬ機能をもち,改 良への対応が早く,し かも値段が安かったから

だ。

　 BACの 主な活動のひとつに食糧や年金の配達がある。 これは公用車によってマニ

ソグリダから定期的に運ばれ,住 民の生活を保障した。 トヨタが安価であることによ

って公用車の台数が増え配達効果が改善された。住民達はコミュニティ用に トヨタを

購入 し,狩 猟や採集に対する投入人員を増や し,活 動範囲を広げ,時 間を短縮させ,

この伝統的な活動を活発化させた。それ とともに,食 糧をは じめとする生活必需品を
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買いに随時マニングリダ のマーケットを訪れることができるようになった。 アウトス

テーショソ間の行き来が簡単になり,儀 礼活動が盛んにな り,廃 れかかっていた儀礼

が再興された例 もある。

　正常に動く車をもつかもたないかはそのアウトステーションの命運を握ってお り,

リーダーの力の尺度となる。そのような状勢の中で公用車や コミュニティ所有車の使

用,所 有権利,個 人使用をめぐる揉め事は絶えない 【7912101。

　は じめDAAは,ア ウ トステーション に車をもたせる方針をとった。そのため四

輪駆動車の数は着実に増え,ア ウトステーション にひととお り車が行きわたったとい

う判断に よって,DAAは トラック購入 の申請を受け付けないと方針 を決めた

【810325】。これに対 して住民たちはコミュニティの全員が貯金を して車を買った り,

有名画家は芸術局の援助金を受け,さ らに絵の売 りあげを加えて車を個人用に買い入

れるなどの例が見受けられる 【松山　 1990】。

　 この社会での車がもたらす最大の問題は飲酒運転 無謀運転である。この二つは密

接に絡み合っており,買 ったばか りの新車をぶつけて壊してしまうとい う白人の批判

もこれに深く関連 している17907101。 それでなくても道路状態が悪いため車がいたみ

やす く,遠 隔地ゆえに部品のそろわない地域での車の整備は大変 な仕事である。

BACの 主な業務のひとつが車の修理(Mechanical　 WorkshoP)で あることは,当

然だとうなずける。

　 さらにボー トについても車と同じ範疇に入れてよいだろう。雨期(12-4月)に 入

ると道路が使えず,孤 立するアウトステーション が多い。その時期,食 糧や年金の配

達業務ボー トが車に変わる。また海岸部のアウトステーション では漁業活動にな くて

はならないものである。さらに1983年 にはBACは 専用セスナ機を購入し食糧配達の

効率化をはかっている。

5.道 路 と滑走路の工事

　車利用と密接に関係しているのは道路である。アウトステーション の周辺及び幹線

道路を整備 して欲 しいという要求は非常に多く,会 議において論 じられる頻度はもっ

とも高い。したがって工事はBACの 主要な仕事のひとつ となっている。道路問題が

これほど話題にのぼるのは工事が雇用にも関係するためである。 この地域の道路は自

然の地形に沿って地表をグレイダーで引っか くだけ という簡単な工事が多い。 しかし

次第に(地 質状態の悪いところでは)土 砂を入れ何層 もに分けて固めるという手の込

んだ工事がとられるようになった。しかしアスファル トによる舗装はしない方針だと
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い う。動物の棲息域分断の問題があるからである。 したがって住民達は整備された道

路を望んでいるが,ダーウィン とノロンボイを結ぶアーネムランド ・ハイウェイの建

設には強く反対 している17904041。

　雨量の多いこの地域では雨期の間はほとんどの道路が水浸 しにな り,いたみが早く,

たえまない修繕や手入れが必要である。BACは 援助金によって道路工事用の機材を

そろえ,ロ ード・ギャングと呼ぼれる集団を組んでこれに対応 している。

　道路工事は(他 の公共事業 と共に)80年 から費用負担が連邦政府から州政府に移管

され,81年 には州政府による道路工事がおこなわれたとき,そ の区間は公道となると

いう公式見解がだされている【810324]。そのためアウトステーション 周辺の私道に類

する場所は各コミュニティが独 自におこないたいという意見がでている1821208】。

　交通に関してもうひとつの問題は飛行機及び滑走路である。滑走路は非常時と雨期

の物資輸送のために不可欠のもので,ア ウトステーション の建設時にはこれを優先 し

たという【松山　 1990】。滑走路の建設はこの地域 としては大型プ・ジェクトで,1982

年にはジバルパル ・アウトステーションにつくられたものは1万 ドルをこえる予算が

使われている。コミュニティに実益のある設備に対 しては土地問題に神経質な住民も

反対することはない。

6.無 線

　車,ボ ー ト,飛 行機が人や物資を運ぶものならば無線電話(Radio　 Telephone)は

人類学者の トムソンや ミッションが利用 した記録が示すようにアーネムランドでは早

くから定着していた通信手段であった。アウトステーション 運動の定着にも無線電話

は大 きな役割を果たし,DAAの 援助品目でも優先的取扱を受けている 【791210】。車

が一般化 しなかった頃は,緊 急連絡用としてアウトステーション の必需品であった。

したがって,無 線が議題にのぼる回数はめだって多い。電源は自動車用のバ ッテ リー

を使っていたが,の ち,半 恒久的な太陽電池の設置が進められた 【8001171。

　筆者の経験では無線電話は一 日中付け放しにされ,常 にどこかで誰かが話 している

のが聞こえる。 これはアボリジニが一見無駄で単なる娯楽 とも見える雑談によってさ

まざまな情報の収集をはかっていることがわかる。アボ リジニの情報に対する感覚は

独特のものがあるらしい 【久保　1990】。無線電波の届 く範囲は狭 く,利 用できるサイ

クルが限られているため,緊 急時にはコミュニティ間の リレー通信がおこなわれるこ

とがふつ うである。1982年 には常時受信ができるようにBACに オペ レーターと技術

者をそろえた無線本部をおくことが提案されている。
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7.聖 地

　土地に関する問題もしぼ しぽ取 りあげられている。「土地はわれわれのものであ り,

土地権法以前のように白人の勝手な利用は許さない」というのがアボリジニの明確な

主張である。そのあらわれのひとつに入域許可の問題がある。これは,ア ウトステー

ションや領域内に入 りたいとき,訪 問希望者はBACに その目的,滞 在期間を明確に

して書式による許可申請をおこなうこと,訪 問の対象 となるアウトステーションの指

導者と合議の上,認 可の可否,さ らに認可の条件等を決め申請者に書式返答をおこな

うとい う決定による 【7904041。これはほとんどの場合対白人用のものであるが,ア ボ

リジニの間でも,他 人の領域への侵入問題が論議 されていることもある1800904]。 特

に,人 類学者,写 真家,ジ ャーナ リス トには神経質にな り,ボ スの利害や面子 もあっ

て,も めることが多い 【790711,12】。問題があまりに微妙なので責任者の白人顧問は

「アボリジニ自身が決めるべきこと」と逃げをうっているほどである 【800528】。

　アーネムランド には多くの聖地があ り,聖 地は彼 らの宇宙観(ドリーミング),す

なわち 「生」そのものと深くかかわっている　【MADDOCK　 1974】。土地権法 も経済的

な面とともにこの精神的な側面が根本にあった。聖地について,州 政府は1981年7月

に聖地委員会(Sacred　 Site　Commission)を 設置 している。その目的は現地で聖地を

調査 し,登 録 しようとするものであった。この時,住 民は部外者の無断侵入を防 ぐた

め,登 録聖地に表示版を立てることを要望している。

　 しか し翌年になると突然,聖 地保護局は廃止され,聖 地保護法にかわ り文化遺産保

護条例が新機関の下に発効された。この改変の狙いは聖地ならぽ当事者以外さわれな

いが,文 化財遺跡(Site　of　Significance)な らぽその土地を利用 したい場合政府は土

地所有者 と交渉し,さ らには決定に所有者を従わせることが可能になる。その結果,

白人がアボ リジニの土地で法を犯すことなく活動できるからである。これに対 し,ア

ボリジニはこのような変更が現場のアボ リジニ関係者からの意見聴取もなく,行 政機

関の最上層部でいつも決定 されてしまうことに強い不満を表明している。そして,彼

らは言葉の言い替えで内容が全 く代わってしまう実情を人々,特 に高齢者に説明し理

解させるのは難 しい し,結 局アボ リジニ領地内での白人の活動を認めることになる,

と怒るのである。 しか し,政 府は住民の意見は尊重するといいながらもその 目的は遂

げてしまう。

　 ところで,土 地利用は道路,水 資源,滑 走路などの設備の近代化ときりはなせない

問題である。実利的な利用に関しては,21マ イルポイソト検問所1800806L空 軍測量
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所1820728Lジ バルバルの滑走路1820430】 等の例にみられるように彼 らは特別な聖

地を除き土地を提供することにやぶさかではない。しかし,政 府関係者はしば しば正

式の手続きをおこたるのでコミュニティからの苦情が絶えないのである。

　問題が紛糾するのは経済的利益が大きくからむ場合である。公的には彼 らは,ア ー

ネムランド ・ハイウェイの建設には反対 していることからもわかるように鉱山開発や

領地の観光地化に対 しては否定的である。しか しそこから入る巨額の権利金はコミュ

ニティにとって魅力的であることも事実だ。

　 1981年11月 にNLCか ら鉱山開発用土地借用申請があった時,議 長チャーリー ・G

より,NLCか らの土地借用申請(鉱 山開発用)に 関する書簡が発表された。これは,

この問題につきNLCは あくまでも該当地区の所有者の意志を尊重 し,所 有者側から

の認可が無い限 り申請に対する許可はおこなわないとい う確認に基づ くものであっ

た。 この申請要請に対 し,討 議があ り 「会議に出席 している伝統的土地所有者」はい

かなる鉱山開発をも望まず,又 認めないことが決議 されている。しか し,1984年1月

オーエソペ リか らマニングリダ にかけての地域での鉱山開発の問い合わせがあった時

の会議には該当地域のアウ トステーションの土地所有者は欠席 している。これはその

場の議論の様子からみて故意に欠席したものらしい。伝統 と金銭欲の間で悩む企業家

entrepreneurで あるアウ トステーション の リーダーの苦悩ぶ りが目に見えるようで

ある。

vL結 論

1.マ ニ ング リダ管 区の ア ウ トステーション 運動

　 ア ウ トステーション 運 動 の勃 興 の 原 因 につ い て クー ムス 【CoOMBS　 1978】 は,土 地

へ の権 利 と愛 着,セツルメント 環 境,白 人 へ の反 感 とい う三 つ の要 因 を あ げ て い る。

　アルトマン は これ を プ ッシ ュ ・フ ァ ク タ ー(push　 factor)と プ ル ・フ ァ ク タ ー

(pull　factor)と して と らえ,押 しだ す 原 因 は セ ツ ル メ ン トの生 活 を き ら っ た こ と,

引 き付 け た原 因 は 鉱 山 開 発 に よ って現 金 が 入 る よ うに な った 現 状 や可 能 性 を こめ て領

地 を 守 ろ うとす る ア ボ リジ ニの意 識 で あ る と し,こ の動 きを 円 滑 に した のは 労 働 党 の

後 押 しだ った と述 べ て い る。

　 マ ニ ング リダ地 域 で この3つ の 要 因 にか か わ る問 題 を会 議 録 を 中 心 に考 え てみ る こ

とに し よ う。
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　 ア ボ リジニ の土 地 へ の 愛 着,関 心 は ま こ とに 強 く,マニングリダ 地 域 の ア ボ リジ ニ

達 も自分 の生 まれ た 地,父 母,祖 父 母 か ら伝 わ る土 地 を カ ン トリー と呼 び常 に そ の 素

晴 ら しさを語 る 【小 山　 1987]。 一 般 的 にはカントリー は 個 人 で は な く部 族,氏 族,親

族 な ど集 団 に所 属 してい る。 と ころ が政 府 は 国 の法 に従 い,土 地 の所 有 者 を 個 人 に固

定 してそ の所 有 権 を認 め る方 針 を と った。 そ の結果,ホ ル ド所 在 地 の伝 統 的 土 地 所 有

者(Traditional　 Land　 Owner)と,ホ ル ドの 指導 者 で あ る伝 統 的 土 地管 理 者(Tradi-

tional　Land　 Manager)と の土 地 の認 識 に ズ レが 起 こ り,そ れ が しば しぼ 抗 争 の種 に

な る。 な ぜ な ら,後 者 が 日常 的,実 質 的 な もので あ るの に対 し,前 者 は名 目的 で あ る

場 合 が多 いか らで あ る。 そ のた め ア ウ トス テ ー シ ョンは た えず 崩 壊,分 裂 し新 しい建

設 を く りか え す とい う効 率 の悪 い 状 態 が続 く1790402】 。

　マニングリダ 地域 は現 在 ま で一 般 人 の 立 ち 入 りを厳 し く制 限 してお り,鉱 山 や 観光

な ど土地 が 貨 幣 経 済 に か かわ る例 を あ ま りみ な い。 しか し,ア ーネ ム ラ ン ド西 部 の ウ

ラニ ウム鉱 山 に 領 地 を もつ グ ニ ング族 で は,土 地 所 有 権 問 題 が 表 面 化 しは じめ てお り,

そ れ が 将 来 部 族 内(あ る い は 間)摩 擦 を 激 化 さ せ る こ と が 予 想 で き る の で あ る

【84101110

　 つ ぎに セ ツル メ ン ト環 境 の 問 題 は ど うだ ろ うか 。 「マニングリダ とア ウ トス テ ー シ

ョソは どち らが い い か 」 とい う問 い に,人 々は 「もち ろん ア ウ トステーション 」 と答

え る。静 か,食 物 が うまい,自 分 の言 葉 が 話 せ る,子 供 は 健 全 な環 境 に育 ち,他 部 族

や 白人 が い な い な ど 自分 の 土 地 に 住 む 自信 とや す ら ぎ が よ くわ か る 。 た しか に,

BAC結 成 の 大 きな 動 機 の ひ とつ はマニングリダ を 領 域 とす る グ ナ ビジの 主 導 とそ の

摩 擦 か ら逃 れ よ う とす る諸 部 族 の努 力 で あ った 。 と ころ が,で きあ が った 組 織 は や は

り多部 族 の 集合 体 で あ り,役 員 人事 に象 徴 され る よ うに部 族 間 摩 擦 は や は り起 こ る。

も と もと,ア ウ トス テ ー シ ョンをつ くるホ ル ドは外 婚 制 を と るた め複 数 部 族 か らな る。

そ して,親 族 間 の抗 争 は ときに は 殺人 に ま で いた る激 し さの あ る こ とは ハ イ ヤ ッ トが

明 らかに した とお りで あ るIHIATT　 1965]。 した が って他 部 族 との摩擦 を さけ る とい

う点 につ いて は,ア ウ トス テ ー シ ョン運 動 は なん らの 解 決 を も もた ら して い な い とい

え るで あ ろ う。

　 BACは ア ウ トステーション 運 動 を定 着 させ る とい う大 目的 を も って い るた め,会

議 録 に は ア ウ トステ ー シ ョンの生 活 を 否定 す る よ うな 記 事 は ほ とん どみ え な い。 マ ニ

ソグ リダにつ いて は 「ひ どい と ころ」,「 うるさ い」,「少 年 非行 」 な ど とい う否 定 的 な

言 葉 を 聞 く。 しか しそ れ とは うらは らに 彼 らが都 市 的 な 生 活 に 次第 に引 き戻 され て い

る徴 候 は枚 挙 にい と まの な い ほ どあ る。
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　車はマニング リダへの往来を容易にしたが,車 が確i保できるとかえってマニソグリ

ダに住の拠点が移ることが多い。都市化は僻地の過疎化をもたらし,僻 地が リゾー ト

地化するのは世界的な動きである。アウトステーション も結局はこの道を歩むのかも

しれない。そのなかでペ トロスニッフ(シ ソナー遊びに似たもの,ガ ソリソをか ぐ)

の非行少年の保護や,禁 酒,都 市の生活につかれた若者の休む場所としてアウトステ

ーションが効果をあげている点は注目される。

　最後の要因である白人に対するアボリジニの感情は複雑である。アウ トステーショ

ンは基本的に白人を排除してお り,事 実白人を見ることはほとんどない。BACは ア

ウトステーションに入るには伝統的土地所有者の許可を必要 とす る規則を決めてい

る。今日では白人(政 府の役人であっても)に は案内人がつき,み やげを持参 し,リ ー

ダーに礼をつくし,用 がすめぽただちに去るという行動が定着している。

　 しかし,現 在のアボリジニ社会が白人なしでやっていけないことも事実である。第

一は人間関係における白人の中性的な性質で,そ れは小切手の現金化の項でみたとお

りである。第二はやは り技術であろう。BACの 結成にあたって行政と美術工芸分野

の白人顧問の雇用がまず決められている。福祉金や援助金にたよるこの社会では,そ

れにともなう事務(文 書作成,経 理)が こなせるアボ リジニは皆無に近い。同様のこ

とは教育,医 療,機 械(自 動車修理,発 電機)の 分野にもいえる。たしかに,事 務補

佐,助 教諭,看 護婦,自 動車修理工などの分野で人材育成に努め効果をあげつつある

ことも事実である。白人の助力はいましばらく必要であろう。

　マニングリダ 地域のアボ リジニは,白人との接触という点では幸運であるといえる。

1970年代からの進歩的な考えをもつ白人が存在 し組織を支えて㍉・るか らである。美術

顧問のクック氏,二 代 目の行政顧問であるボンド氏などは長 くコミュニティに住み,

住民の信頼をえている。また,か つての関係者が州議会議員,政 府機関,博 物館,大

学などで活躍してお り,シ ンパとしてマニングウダを支えていることも会議録にしば

しぼみえるところである。

2.近 代化 と貨幣経済への適応

　クームスのあげた要因である土地,都 市化,白 人とい う三点をめ ぐる問題について

マニングリダ地区の住民は,あ る程度はその解消に成功 しているといってよい。 しか

し,本 質的にはこれらは現代アボ リジニ社会の形成過程で複雑に絡み合いながら刷 り

こまれてしまったものであ り,将 来も彼らが抱え続けて行かなければならない問題だ

ということがわかる。BAC会 議録はこの地域の人 々の試行錯誤の跡を如実に示 して
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いた。現在のアボリジニのこうした試行錯誤を支えている原動力が何であるのかとい

うことは,個 々の要因をあげてゆ くことによってではなく,ア ボ リジニ社会の近代化,

とくに貨幣経済への適応への努力としてとらえることによってより明確に見えてくる

のではないだろうか。

　アボリジニは公的には野生への回帰,伝 統の遵守を強調 してお り,理 想主義的な世

論 もそれを支持している。 しか し,ア ボリジニにも快適な近代文明への憧れがあるこ

とは否定できない事実である。 ミッション・タウンがつくられたとき,彼 らはそこへ

蝟集 し,第 二次大戦時の人手不足に応 じてダーウィン へ大量流出し,戦 後 もそこを去

ろ うとしなかった。現在でも 「伝統的な」アウ トステーション の生活を老人はともか

く,若 者はきらってお り,セツルメント さらには都市への流出がやまないことはアウ

トステーション 在住の人 口が老年 ・幼年層に偏重している事実にあらわれている 【小

山　1988】。アウトステーション には雇用機会がほ とんどなく,住 民の切実な願いに

もかかわ らず将来その可能性 もほとんどない。生活は老人優位の世界である。 したが

って青少年や中年層の多くはマニングリダに住み,さ らに青年はもっと自由な大都市

ダーウィンへ向か う。アーネムランド東部では生活の拠点はセツルメントにおき,週

末や休暇に帰 りアウトステーションを リゾー ト化 しようとする動きがある 【杉藤 ・窪

田　1986】。そして伝統的生活を具現すべきアウ トステーション にも発電機を入れ,

電灯,ビ デオ,冷 蔵庫をは じめとする多数の近代商品を買い込む行動がみられる 【松

山　1990】。特に女性に顕著にみられる,わ れわれには単なる浪費 としか見えない,

衣料,化 粧品,子 供用おもちゃ等の買い入れ行動 も 【KoYAMA　 1991;KuBoTA　 1991】

そのひとつとみてよいであろう。

　 こういった矛盾に対 してアボリジニは 「豊かで快適な生活を送 りたいとは誰 もが願

っていることである。われわれの目指すのはそれが白人社会のコピーではなく,伝 統

的な社会の上に構築された近代狩猟採集社会とでもい うべ き新 しい形なのだ」と語る。

　産業のないこの社会で,こ れを実現する可能性を示したのが社会福祉による現金経

済 へ の参 加だ といえ るだろ う。 アル トマ ンは これ を福 祉国家 の狩猟採 集民

(Hunter-Gather　 in　Welfare　State)と 定義 している。福祉を経済的基礎 として新 し

い形の狩猟採集社会が構築できるという認識は正 しいといえるだろう。

　 1988年 の谷ロシンポジウム で明らかにされたように現存する狩猟採集社会はアメリ

カ,カ ナダ,オ ーストラリアをはじめとする社会福祉に厚く守 られた社会,東 南アジ

ア,ア フリカ諸国の国家の保護が及ぼず自然な状態で放置された社会の二つに分かれ

るようだ。そのどちらが正しいかについては,そ れぞれの国の事情があ り私たち部外
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者 が判 断す る こ とは 難 しい。 ア ボ リジ ニ ・セ ツル メ ン トで長 く働 い て い る 白人 は 「い

ま世 界 中 の社 会 は河 の 流れ の よ うに 激 し く変 わ りつつ あ る。 しか しア ボ リジ ニに とっ

て そ れ は 河 で は な く,ナ ダ レに ちか い 。彼 らは果 して耐 え うる のだ ろ うか 」 と心 配 そ

うだ っ た。 マ ニ ング リダの将 来 を 背 負 っ て い る と期 待 され る チ ャー リー ・G氏 が 日

本 に きた と き,車 の多 さ,町 の整 備 ぶ りに 目を 見 張 って い た 。 「マ ニ ソ グ リ,ダと比べ

て …」 と問 い か け る と 「someday… い つ か き っ と」 と 明 る く答 え た 。 こ の二 人 の答

え の 自信 の 差 は 印 象的 であ った。 わ た しは チ ャ ー リー氏 の 態 度 に望 み をか け た い と思

う。

　狩猟採集民を少数民族のひとつとしてみるとき,オ ース トラリア政府の対応は,数

多 くの問題を内包しながらも,真 摯であ り,時 には過剰なまでに徹底的である。アイ

ヌ問題をはじめとする現在の経済大国の日本の少数民族対策を見る時,我 々は十分そ

の責を果 しているかどうかを考え,伍 泥たる思いがする。
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